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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成30年2月15日(2018.2.15)

【公開番号】特開2016-146524(P2016-146524A)
【公開日】平成28年8月12日(2016.8.12)
【年通号数】公開・登録公報2016-048
【出願番号】特願2015-21911(P2015-21911)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   9/77     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/46     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/60     (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ    9/77     　　　　
   Ｈ０４Ｎ    1/46     　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ    1/40     　　　Ｄ
   Ｇ０６Ｔ    1/00     ５１０　

【手続補正書】
【提出日】平成29年12月27日(2017.12.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　明度、彩度、及び色相の要素を含む入力画像信号に対し、調整値に従って色相ごとに明
度の調整を行う調整部を備え、
　前記調整部は、少なくとも１つの色相について、彩度が低い低彩度領域における明度の
調整量を、前記低彩度領域よりも彩度が高い領域における明度の調整量よりも小さくする
こと、
　を特徴とする信号調整装置。
【請求項２】
　前記調整部は、前記低彩度領域における明度の調整値を補正する補正値を有し、前記調
整値を前記補正値で補正することにより、明度の調整量を定める明度調整値を求めること
、を特徴とする請求項１記載の信号調整装置。
【請求項３】
　前記調整部は、前記調整値を前記補正値により補正する減算回路を備えること、を特徴
とする請求項２記載の信号調整装置。
【請求項４】
　入力される値に基づき作成され前記調整値を含む調整ＬＵＴと、前記補正値を含む補正
ＬＵＴと、を有し、
　前記調整ＬＵＴに前記入力画像信号の色相を適用して明度の前記調整値を求め、前記補
正ＬＵＴに前記入力画像信号の彩度を適用して前記補正値を求め、明度の前記調整値に前
記補正値を適用することにより、前記明度調整値を求めること、を特徴とする請求項２ま
たは３記載の信号調整装置。
【請求項５】
　前記調整部は、前記入力画像信号の色相信号、明度信号及び彩度信号が入力される明度
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調整部を備え、
　前記明度調整部は、
　前記調整ＬＵＴに前記入力画像信号の色相を適用して明度の前記調整値を求める調整値
設定部と、
　前記補正ＬＵＴに前記入力画像信号の彩度を適用して前記補正値を求める補正値設定部
と、
　前記調整値設定部が求めた前記調整値を前記補正値設定部が求めた前記補正値で減算し
、前記明度調整値を生成する減算回路と、
　前記明度信号に前記減算回路で生成した前記明度調整値を乗算する乗算回路と、を備え
ること、
　を特徴とする請求項１から４のいずれかに記載の信号調整装置。
【請求項６】
　画像信号を入力する信号入力部に接続され、前記信号入力部が入力する画像信号に対し
、明度、彩度、及び色相の要素を含む極座標系の前記入力画像信号に変換する極座標変換
を行う変換部を備えること、を特徴とする請求項１から５のいずれかに記載の信号調整装
置。
【請求項７】
　前記信号入力部が入力するＹＵＶ色空間またはＲＧＢ色空間の画像信号を、明度、彩度
、及び色相の要素を含む極座標系の入力画像信号に変換し、前記入力画像信号を前記調整
値に従って調整し、ＹＵＶ色空間またはＲＧＢ色空間の画像信号に変換して出力すること
、を特徴とする請求項６記載の信号調整装置。
【請求項８】
　Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｃ、Ｍ、Ｙの６色のそれぞれについて、明度、彩度、及び色相の調整値を
入力可能に構成され、前記入力される調整値に基づいて、Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｃ、Ｍ、Ｙの６色
の明度、彩度、及び色相を調整する６軸調整処理を行うこと、を特徴とする請求項１から
７のいずれかに記載の信号調整装置。
【請求項９】
　処理対象の画像信号を入力する信号入力部と、
　画像信号の調整値を設定する制御部と、
　明度、彩度、及び色相の要素を含む入力画像信号に対し、前記制御部により設定される
調整値に従って色相ごとに明度の調整を行う調整部と、
　前記調整部により調整された画像信号に基づき画像を表示する表示部と、を備え、
　前記調整部は、少なくとも１つの色相について、彩度が低い低彩度領域における明度の
調整量を、前記低彩度領域よりも彩度が高い領域における明度の調整量よりも小さくする
こと、
　を特徴とする表示装置。
【請求項１０】
　明度、彩度、及び色相の要素を含む入力画像信号に対し、色相ごとに明度の調整処理を
行い、
　前記調整処理で、少なくとも１つの色相について、彩度が低い低彩度領域における明度
の調整量を、前記低彩度領域よりも彩度が高い領域における明度の調整量よりも小さくす
ること、
　を特徴とする信号調整方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　画像処理部３０は、入力画像データＤ１を変換回路３３で極座標系の色空間の画像信号
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に変換する。変換された色空間の明度、彩度、及び色相は、例えば図３（Ａ）のように表
現できる。図３（Ａ）ではＵ－Ｖ平面において、彩度Ｒ、及び色相φを示し、明度は紙面
に垂直なＹ軸に対する角度θ（図示略）となる。また、図３（Ａ）で、彩度入力信号Ｓ＿
ＩＮの値が閾値ＴＨより小さい低彩度領域は、符号ＬＡで示す。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　プロジェクター１では、操作パネル１１またはリモコン１５の操作により、６軸調整を
行うことができる。この動作を図４に示す。
　プロジェクター１の制御部１０は、操作パネル１１またはリモコン１５による６軸調整
の開始の指示を検出すると（ステップＳＴ１）、調整画面１ａを表示し、さらに調整画面
１ｂを表示する（ステップＳＴ２）。ここで、制御部１０は、操作パネル１１またはリモ
コン１５の入力操作を検出し（ステップＳＴ３）、入力操作に対応するデータを取得する
（ステップＳＴ４）。制御部１０は、操作パネル１１またはリモコン１５で入力終了の指
示が入力されたか否かを判定し（ステップＳＴ５）、入力が無いと判定した場合はステッ
プＳＴ３に戻る。また、入力終了の指示の入力があった場合はステップＳＴ６に移行する
。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
　本実施形態のプロジェクター１は、調整回路３４において明度を調整する明度調整回路
４５に、彩度補正値設定部４７を設ける。彩度補正値設定部４７は、低彩度領域すなわち
彩度が０に近い領域で、明度ゲイン設定部４６が出力するゲイン値を減衰させるような補
正値を出力する。この結果、減算回路４８は、低彩度領域で明度ゲイン設定部４６のゲイ
ン値から彩度補正値設定部４７のゲイン値を減算し、乗算回路４９は減算後のゲイン値（
ＧＡＩＮ２）で明度入力信号Ｌ＿ＩＮを調整する。また、彩度補正値ＬＵＴ４７ａの特性
は、図２に例示したように、彩度が閾値ＴＨ以上の領域では補正値を低くする構成である
。このため、低彩度領域以外の色については明度ゲイン設定ＬＵＴ４６ａに従って明度入
力信号Ｌ＿ＩＮが調整されるので、ユーザーの意図の通りに調整を行うことができる。こ
の結果、プロジェクター１は、明度ゲイン設定ＬＵＴ４６ａを変化させることなく、低彩
度領域における色合いの過大な変化を防止し、ノイズの影響を抑制でき、かつ、低彩度領
域よりも彩度が大きい領域（高彩度領域）では、明度を大きく調整できる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２】
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